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＜生育状況＞ 

 果樹では、スモモで落花終了～幼果期、モモは落花期、オウトウは開花期、ブドウ

は早場のデラウェアが展葉期～展葉 3枚となっており、ほぼ平年並みの生育となって

います。 

 今週も曇雨天が続き、開花期間中に低温や曇雨天だったモモやスモモでは結実不良

が心配されますので、今後も気象情報に注意し、農作物の管理を徹底してください。 

 

＜気象予報＞ 気象庁 4月 20日 5時発表 週間天気予報 ４／２０～２６ 

 

 

＜果 樹＞ 

１ 露地栽培 

 ○モモやスモモでは、結実不良や生理落果、変形果の発生が予想されるため、不受

精果の見分けがつくようになってから予備摘果を行う。 

 ○開花期間中に曇雨天が続いた地域では、花腐れ病や灰星病の発生が心配されるた

め、防除を徹底する。 

 ○開花期間中の立木果樹では、下向き花を中心に丁寧な人工受粉を行うとともに、

受粉回数を増やす。また、落花期のものも遅れ花に対して人工受粉を行う。 

 ○雨上がり後はスピードスプレヤーの送風機等を利用し、花が乾きしだい人工受粉

を行う。 

 

２ 施設果樹 

 ○曇雨天が続き、ハウスが閉め切りになる場合は、暖房機の送風機を活用しハウス

内に湿度がこもらないよう管理を行う。 

 ○曇天時の晴れ間は、急激に室温が上昇するので、こまめな開閉を行う。 


